
特
集
・
横
浜
と
工
業
①

小
林
重
敬

一

る
。
た
だ
し
都
市
計
画
と
い
う
物
的
側
面
か
ら
の
検
討

と
い
う
こ
と
で
、
大
都
市
か
ら
の
工
業
の
流
出
、
大
都

市
工
業
の
零
細
化
、
工
業
系
用
途
地
域
へ
の
住
宅
進

出
、
住
工
混
在
の
進
展
等
に
重
点
を
置
い
て
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

工
業
市
街
地
の
多
様
性

採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
業
と
住
宅
の
混
在
は
一

般
的
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
住
宅
と
工
業
の
混
在
の
分

布
状
況
、
工
業
の
質
、
規
模
、
住
宅
の
形
式
、
規
模
に

よ
り
、
ま
た
工
業
と
住
宅
が
当
然
に
必
要
と
す
る
商
業

サ
ー
ビ
ス
業
と
の
地
域
的
構
成
に
よ
り
、
工
業
市
街
地

は
多
様
な
あ
り
方
を
示
す
こ
と
と
な
る
。

　
い
ま
工
業
に
視
点
を
置
い
て
工
業
市
街
地
を
分
類
す

る
と
、
最
も
一
般
的
分
類
と
し
て
規
模
に
よ
る
分
類
が

あ
る
。
地
域
に
存
在
す
る
工
業
が
大
規
模
か
、
中
小
規

模
か
、
零
細
規
模
か
に
よ
り
、
工
業
市
街
地
の
地
域
空

間
は
生
産
環
境
面
で
も
生
活
環
境
面
で
も
、
大
き
な
差

異
を
生
む
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
視

点
で
横
浜
の
工
業
市
街
地
を
分
類
す
る
と
き
、
次
の
工

点
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
は
近
年
大
都

　
都
市
と
工
業
の
関
係
は
、
大
都
市
か
ら
の
工
業
の
流

出
、
大
都
市
で
の
雇
用
力
の
低
下
。
大
都
市
財
政
の
弱
体

化
、
工
業
の
内
容
の
質
的
変
化
。
都
市
型
工
業
の
発
生
、

大
都
市
工
業
の
零
細
化
、
工
業
系
地
域
へ
の
住
宅
の
進

出
、
住
工
混
在
の
進
展
、
都
心
周
辺
部
で
の
人
口
減
少

等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
大
都
市
、
と
く
に
横
浜
の
工
業
集
積
の
あ

ニ

る
工
業
市
街
地
に
着
目
し
て
、
で
き
る
だ
け
資
料
に
即

し
て
論
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
と
工
業
の
関
係
を

今
日
的
課
題
と
し
て
、
さ
き
に
述
べ
た
さ
ま
ざ
ま
な
現

象
が
、
互
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
ち
な
が
ら
工
業

市
街
地
で
展
開
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ

　
ひ
と
口
に
工
業
市
街
地
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
多
様

で
あ
る
。
我
国
の
市
街
地
形
成
が
歴
史
的
に
用
途
面
で

の
混
在
、
す
な
わ
ち
住
工
混
在
を
認
め
て
き
た
こ
と
、

お
よ
び
今
日
に
お
い
て
も
我
国
の
用
途
規
制
は
工
業
専

用
地
域
を
除
け
ば
、
工
業
系
用
途
へ
の
住
宅
の
進
入
を

基
本
的
に
排
除
し
て
い
な
い
積
み
重
ね
式
用
途
規
制
を

大
都
市
に
お
け
＆
工
業
市
街
地
の
現
況
と
課
題

３

は
じ
め
に

一
―
は
じ
め
に

二
―
工
業
市
街
地
の
多
様
性

三
―
中
小
工
場
集
積
地
区
と
零
細
工
場
密
集
地
区

四
―
中
小
規
模
工
場
集
積
地
区

五
―
零
細
工
場
密
集
地
区

六
―
ま
と
め
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市
の
工
場
数
が
全
体
と
し
て
減
少
傾
向
を
示
す
な
か
で

小
規
模
層
の
み
が
増
加
を
続
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

横
浜
の
工
場
数
の
推
移
も
例
外
で
は
な
い
。
表
―
１
は

総
数
と
規
模
別
工
場
数
の
推
移
を
昭
和
四
十
五
年
を
一

〇
〇
と
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
五
年
時
点

で
、
総
数
の
指
数
が
約
一
二
〇
に
な
る
増
加
傾
向
を
示

横浜市における従業員規模別事業所数の推移

し
て
い
る
が
、
そ
の
増
加
の
内
訳
を
み
る
と
、
増
加
に

寄
与
し
て
い
る
の
は
殆
ん
ど
す
べ
て
従
業
員
一
～
人
人

規
模
の
零
細
工
場
に
よ
る
も
の
で
、
一
〇
～
四
人
人
規

模
は
横
バ
イ
、
五
〇
人
以
上
規
模
は
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
第
一
は
工
業
の
内
容
の
地
域
的
分
化
で
あ
る
。

　
　
京
浜
地
域
の
工
業
は
そ
の
出
荷
構
成
で
み
る
と
、

　
　
重
化
学
工
業
と
軽
工
業
の
一
つ
に
分
け
ら
れ
、
前

　
　
者
が
約
七
割
を
し
め
京
浜
地
域
は
重
化
学
工
業
地

　
　
域
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
「
具
体
的
に

　
　
製
品
、
業
態
に
ま
で
下
し
て
、
財
の
性
格
に
よ
っ

　
　
て
再
分
類
し
て
み
る
と
事
情
は
か
な
り
変
っ
て
く

　
　
る
。
す
な
わ
ち
京
浜
の
工
業
は
人
き
く
本
来
の
素

表―２　零細工場数の割合（横浜と東京の比較）

材
的
重
化
学
工
業
、
組
立
型
の
機
械
工
業
、
そ
れ
に
日
用

消
費
的
生
産
を
中
心
と
す
る
雑
貨
工
業
に
一
分
さ
れ
、

そ
の
う
ち
機
械
部
門
が
四
七
％
、
雑
貨
部
門
が
一
人
％

を
占
め
、
京
浜
工
業
の
一
つ
の
柱
を
な
し
て
い
る
」
。

京
浜
地
域
の
工
業
集
積
の
状
況
を
一
部
門
の
構
成
に
よ

っ
て
み
る
と
明
確
な
地
域
分
化
が
み
ら
れ
、
横
浜
は
東

京
南
部
い
わ
ゆ
る
城
南
地
区
か
ら
川
崎
に
続
く
地
域
と

し
て
機
械
工
業
に
相
対
的
に
特
化
し
て
お
り
、
城
東
地

区
の
雑
貨
工
業
、
東
京
中
央
地
区
の
雑
貨
で
も
出
版
・
印

刷
の
一
部
門
に
特
化
し
て
い
る
地
域
と
は
明
ら
か
に
異

な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
者
が
重
化
学
工
業
化
の
進
展

に
伴
な
い
形
成
さ
れ
た
中
小
工
場
を
核
と
し
た
住
工
混

在
地
域
を
形
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
問
屋
集

　
　
　
団
の
後
背
地
に
家
内
工
業
的
色
彩
を
強
く
持
つ

た
零
細
工
業
の
密
集
地
域
と
し
て
存
在
す
る
。

そ
の
こ
と
は
地
域
の
企
業
規
模
構
成
に
も
影
響

を
与
人
る
。
表
―
２
は
横
浜
市
と
東
京
都
に
お

け
る
零
細
工
場
数
の
全
体
工
場
数
に
対
す
る
割

合
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
零
細

工
場
の
中
で
も
、
二
～
一
人
規
模
の
家
内
労
働

に
よ
る
生
業
的
規
模
の
工
場
の
割
合
が
、
横
浜

と
東
京
で
は
一
〇
％
以
上
の
差
で
横
浜
が
少
な

い
。
ま
た
東
京
の
中
で
も
機
械
工
業
に
特
化
し

て
い
る
城
南
地
区
の
品
川
、
大
田
両
区
と
、
雑

貨
工
業
に
特
化
し
て
い
る
城
東
地
区
の
台
東
、

墨
田
両
区
と
で
は
、
一
～
一
人
規
模
工
場
の
比

４

表－１
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図―２　中小規模工場地区（神奈川区入江２丁目
　　　　周辺）

　
中
小
工
場
集
積
地
区
と
零
細
工
場
密
集
地
区
を
明
確

に
区
別
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
小
工
場
集
積
地
区

は
中
規
模
の
中
核
工
場
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
小
零
細

工
場
が
併
存
す
る
。
し
か
し
以
下
で
は
中
小
工
場
と
零

細
工
場
と
で
は
、
そ
の
生
産
環
境
、
生
活
環
境
面
で
の

ニ
ー
ズ
が
異
な
る
こ
と
を
資
料
を
も
と
に
明
確
に
し
、

地
域
と
し
て
の
集
積
、
密
集
地
区
の
あ
り
方
の
差
異
を

推
定
す
る
。
資
料
は
い
ず
れ
も
横
浜
市
の
も
の
で
は
な

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
性
を
持
っ
た
も
の
と
理
解
で
き

る
の
で
、
十
分
に
参
考
に
値
す
る
と
考
え
る
。

　
第
一
は
、
東
京
商
工
会
議
所
産
業
公
害
相
談
室
が
昭

図―３　零細工場地区（南区井土ヶ谷下町周辺）和
五
十
五
年
三
月
に
行
っ
た
『
中
小
工
業
の
立
地
環
境

と
工
場
地
域
へ
の
住
宅
進
出
に
関
す
る
経
営
者
意
識
調

査
』
に
よ
る
と
、
工
場
・
作
業
場
と
事
業
主
の
住
居
の

あ
り
方
に
関
す
る
事
業
主
の
意
向
が
工
場
規
模
に
よ
っ

て
変
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
～
四
人
規
模
の
事
業
主

で
は
「
職
住
の
分
離
が
望
ま
し
い
」
と
す
る
も
の
と

　
「
職
住
一
致
が
望
ま
し
い
」
と
す
る
も
の
の
意
見
が
ほ

ぼ
半
々
に
分
か
れ
る
が
、
五
～
九
人
規
模
に
な
る
と
職

住
一
致
が
三
四
・
七
％
、
職
住
分
離
が
四
四
・
四
％
と

分
離
の
志
向
が
増
え
、
こ
の
傾
向
は
規
模
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
強
ま
っ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
大
田
区
が
昭
和
五
十
四
年
三
月
に
行
っ
た

『
大
田
区
工
業
の
構
造
変
化
と
今
後
の
方
向
』
に
示
さ

５

図―１　大規模工場地区（鶴見区弁天町周辺）

中
小
工
場
集
積
地
灰
一
と
零
細
工
場
密
集
地
区

率
が
こ
と
な
り
、
後
者
で
は
五
〇
％
以
上
の
比
率
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
横
浜
で
零
細
工
場
の
比
率
が
最
も
高

い
南
区
で
も
城
東
地
区
ほ
ど
で
は
な
く
、
機
械
工
業
に

特
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
鶴
見
区
で
は
、
東
京
の

大
田
区
と
比
較
し
て
も
一
～
三
人
規
模
の
工
場
の
占
め

る
割
合
が
極
端
に
小
さ
い
。

　
以
上
の
資
料
か
ら
、
横
浜
の
工
業
市
街
地
を
語
る
場

合
、
従
来
か
ら
住
工
混
在
地
区
と
し
て
指
摘
の
あ
る
零

細
工
場
密
集
地
区
と
並
ん
で
、
中
小
工
場
集
積
地
区
の

問
題
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
い
ま
横
浜
の
典
型
的
大
規
模
工
場
地
、
区
、
中
小
規
模

工
場
地
区
、
零
細
工
場
地
区
の
状
況
を
図
示
す
る
と

図
―
１
、
２
、
３
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。
’

三
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れ
て
い
る
区
内
機
械
金
属
工
業
の
政
策
ニ
ー
ズ
の
規
模

別
相
違
で
あ
る
。
表
―
３
に
よ
る
と
生
産
環
境
、
生
活

環
境
の
物
的
面
と
関
係
あ
る
①
～
⑤
の
項
目
に
つ
い
て

企
業
の
従
業
員
規
模
別
に
ニ
ー
ズ
の
重
点
が
異
な
る
。

①
緑
地
公
園
等
環
境
の
整
備
と
い
う
積
極
的
生
活
環
境

表―３　従業員規模別機械金属企業の政策ニーズ（大田区）

整
備
に
は
や
や
大
規
模
工
場
、
②
区
内
工
場
用
地
の
供

給
と
い
う
積
極
的
生
産
環
境
整
備
は
や
や
小
規
模
工
場

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
い
う
差
は
あ
る
が
、
そ
の
差
は
僅

小
で
あ
り
有
意
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
④
工
場
併
用

住
宅
の
供
給
に
つ
い
て
は
一
～
四
、
お
よ
び
五
～
九
人

規
模
の
零
細
工
場
に

ご
ー
ズ
が
高
く
、
⑤

道
路
整
備
に
は
中
小

規
模
工
場
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
。
以
工
の
工

つ
の
資
料
か
ら
だ
け

で
も
中
小
規
模
工
場

と
零
細
規
模
工
場
の

地
域
へ
の
か
か
お
り

方
は
異
な
り
、
従
っ

て
中
小
規
模
工
場
集

積
地
区
と
零
細
工
場

密
集
地
区
と
で
は
、

そ
の
問
題
の
所
在
が

異
な
る
。
両
地
区
の

共
通
的
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
住
工
混

在
問
題
も
、
中
小
工

場
集
積
地
区
で
は
、

地
区
へ
の
住
宅
の
進

出
の
よ
う
な
今
日
的

中
小
規
模
工
場
集
積
地
区

住
宅
の
進
入

　
今
日
、
中
小
規
模
工
場
が
集
積
す
る
工
業
系
用
途
地

域
で
の
問
題
と
し
て
は
、
①
中
核
工
場
の
地
区
外
転
出

に
伴
う
地
区
の
崩
壊
、
②
民
間
集
企
住
宅
等
の
住
機
能

進
入
に
伴
う
生
産
環
境
と
生
活
環
境
の
あ
つ
れ
き
の
問

題
、
③
零
細
工
場
の
増
大
に
伴
う
住
工
混
在
の
進
展
の

問
題
等
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
都
市
計
画
面
か
ら
問
題
と

な
る
②
と
③
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
横
浜
市
で
は
近
年

要
綱
に
よ
り
工
業
系
用
途
地
域
へ
の
集
企
住
宅
の
進
出

を
行
政
指
導
し
て
い
る
が
、
私
共
の
研
究
室
で
行
っ
た

調
査
で
は
、
集
合
住
宅
が
最
も
進
出
し
て
い
る
準
工
業

地
域
に
お
い
て
、
過
去
の
集
企
住
宅
を
要
綱
の
基
準
に

て
ら
し
て
み
る
と
必
ず
し
も
十
分
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出

来
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
工
業
系
地
域
へ
の
住

宅
進
出
は
依
然
問
題
で
あ
る
。
工
業
系
用
途
地
域
へ
の

住
宅
の
進
出
は
、
工
場
が
地
区
か
ら
転
出
し
、
そ
の
跡

地
に
民
間
集
合
住
宅
等
の
住
機
能
が
進
出
し
て
く
る
。

そ
の
住
民
か
ら
の
工
場
の
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
に
対
す

る
苦
情
の
た
め
工
場
が
新
た
な
公
害
対
策
を
迫
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
工
場
の
い
く
つ
か
が
現
在
地
で
の
操
業

６

工
場
転
出
と

四
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課
題
が
、
ま
た
零
細
工
場
密
集
地
区
で
は
旧
来
か
ら
の

住
居
と
工
場
の
併
存
、
密
集
問
題
が
中
心
的
課
題
で
あ

る
。



を
断
念
し
て
転
出
す
る
。
そ
の
跡
地
に
住
機
能
が
再
び

進
入
し
て
問
題
が
拡
大
す
る
と
い
う
道
筋
と
な
る
。
以

下
で
は
工
場
が
地
域
か
ら
転
出
す
る
理
由
、
工
場
が
転

出
し
た
跡
地
に
住
機
能
が
進
出
し
て
く
る
理
由
、
さ
ら

に
住
機
能
が
進
出
し
た
こ
と
に
よ
り
起
こ
る
問
題
に
っ

い
て
資
料
を
も
と
に
検
討
す
る
。

①
―
工
場
の
転
出
理
由

　
近
年
工
場
の
転
出
に
関
す
る
調
査
は
関
係
自
治
体
等

で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
が
全
休
と
し
て
把
握

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
都
労
働
経
済
局

　
『
工
場
の
都
外
流
出
に
伴
う
中
小
企
業
へ
の
影
響
調

査
』
（
昭
和
五
十
七
年
七
月
）
、
都
市
計
画
局
『
工
業

等
制
限
法
に
伴
う
影
響
調
査
』
（
昭
和
五
十
七
年
七
月
）

川
崎
市
『
川
崎
市
工
業
団
地
計
画
報
告
書
』
（
昭
和
五

十
五
年
三
月
）
、
横
浜
市
経
済
局
『
工
業
立
地
動
向
調

査
結
果
報
告
書
』
等
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
示
さ
れ
て
い

る
転
出
理
由
、
あ
る
い
は
工
場
操
業
上
問
題
と
な
っ
て

い
る
事
由
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
は
大
都
市

既
成
市
街
地
と
い
う
立
地
条
件
を
同
一
と
す
れ
ば
経
済

合
理
性
に
の
っ
と
っ
た
企
業
行
動
は
類
似
し
て
く
る
こ

と
の
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
横
浜
市
の
報
告
書
の
結

果
を
表
―
４
に
示
す
。
こ
の
調
査
は
昭
和
四
十
一
年
～

五
十
二
年
に
、
従
業
員
規
楳
】
○
○
人
以
上
の
工
場
で

移
転
お
よ
び
拡
張
移
転
を
行
な
っ
た
四
五
工
場
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
移
転

の
理
由
が
大
き
く
三
っ
に
分
か
れ
る
。
①
「
敷
地
の
狭

小
化
」
「
経
営
の
合
理
化
」
等
の
生
産
活
動
か
ら
生
ず

る
理
由
で
、
と
く
に
「
敷
地
の
狭
小
化
」
は
他
の
調
査

で
も
常
に
上
位
を
占
め
る
理
由
で
あ
る
。

②
生
産
環
境
の
悪
化
に
関
す
る
も
の
で
「
周
辺
に
住
宅

等
が
立
地
し
始
め
、
環
境
が
悪
化
し
た
」
「
公
害
問
題

の
経
営
圧
迫
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
も
他
の
調
査

で
上
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
③
労
働
の
確
保
に
関
す

る
理
由
で
あ
る
。
①
、
②
は
と
も
に
生
産
環
境
、
生
活

環
境
と
密
接
に
関
連
を
も
ち
、
都
市
計
画
上
の
課
題
と

っ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

②
―
工
場
跡
地
の
利
用

　
工
場
が
転
出
し
た
跡
地
が
、
ど
の
よ
う
な
用
途
に
利

川
転
換
さ
れ
て
い
る
か
に
っ
い
て
も
種
々
の
デ
ー
タ
が

存
在
す
る
。
横
浜
市
の
前
掲
調
査
で
は
表
―
５
に
み
る

よ
う
な
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
件

数
し
か
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
件
数
上
、
住
居
系
へ
の
利

用
転
換
は
二
割
で
、
民
間
と
公
共
が
半
々
の
比
率
と
な

っ
て
い
る
。
大
田
区
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
跡
地
の
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規
模
別
に
利
用
形
態
が
こ
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
①
五
〇
〇
ぜ
以
下
で
は
駐
車
場
、
倉
庫
、
商
店
等

の
流
通
系
上
地
利
用
、
②
五
〇
〇
～
一
、
〇
〇
〇
ぜ
で

は
工
場
と
住
宅
（
ミ
ニ
開
発
）
、
③
ス
○
○
○
～
二
、
五

○
○
㎡
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
、
④
二
、
五
〇
〇
ぜ
以
ト

で
は
公
共
機
関
取
得
と
民
間
集
合
住
宅
で
あ
る
。
従
っ

て
面
積
構
成
で
み
る
と
か
な
り
の
割
合
が
住
宅
系
に
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
し
、
現
に
他
の
調

査
で
の
面
積
構
成
で
は
そ
の
よ
う
な
結
果
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
大
田
区
の
調
査
結
果
で
示
さ
れ
て
い
る
興

味
深
い
指
摘
と
し
て
、
跡
地
が
再
び
工
場
と
し
て
利
用

さ
れ
る
例
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
横
浜
市
の
跡

地
利
用
で
も
件
数
的
に
は
工
場
、
倉
庫
用
地
と
し
て
の

利
用
件
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
初
に

み
た
零
細
工
場
の
大
都
市
で
の
増
加
傾
向
、
あ
る
い
は

既
存
工
場
の
敷
地
狭
小
化
に
伴
う
分
工
場
建
設
の
増
加

に
よ
り
、
小
規
模
工
場
用
地
に
対
す
る
需
要
が
大
き
い

た
め
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
動
き
は
一
っ
の
敷
地
に
零

表－4　横浜市移転工場の移転理由



細
工
場
と
建
売
住
宅
が
隣
接
し
て
入
り
、
新
た
な
住
工

混
在
を
生
み
出
す
と
い
う
問
題
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

③
―
跡
地
へ
の
住
機
能
進
出
理
由
と
そ
れ
に
伴
う
問
題

　
工
場
跡
地
の
利
用
転
換
で
問
題
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
の
は
住
機
能
へ
の
転
換
で
あ
り
、
中
で
も
民
間
集

合
住
宅
の
進
入
で
あ
る
。
民
間
集
合
住
宅
の
建
設
側
か

ら
の
資
料
を
み
る
と
、
図
―
４
に
み
る
よ
う
に
明
ら
か

に
工
場
跡
地
が
用
地
の
大
き
な
比
率
を
し
め
て
い
る
。

図―４　マンション建設前の土地利用形態（用途別　敷地面積集計Jそ
こ
で
民
間
集
合
住
宅
が
工
場
跡
地
に
進
出
し
て
く
る

理
由
を
あ
げ
る
と
以
下
の
五
点
に
な
る
。
①
大
都
市
圏

と
く
に
東
京
都
市
圏
、
な
か
で
も
京
浜
地
域
に
は
強
い

住
宅
需
要
が
あ
る
こ
と
。
②
交
通
条
件
が
お
お
む
ね
同

じ
で
あ
れ
ば
工
場
跡
地
の
多
く
が
位
置
す
る
工
業
系
用

途
地
域
の
土
地
価
格
は
、
非
工
業
系
用
途
地
域
に
比
べ

て
一
〇
～
二
〇
％
安
い
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
③
大

都
市
圏
の
既
成
市
街
地
で
民
間
集
合
住
宅
建
設
を
行
う

に
適
し
た
規
模
の
敷
地
が
、
工
場
跡
地
以
外
に
見
あ
た

ら
な
い
こ
と
。
逆
に
工
業
系
地
域
で
の
民
間
集
合
住
宅

の
敷
地
面
積
は
、
非
工
業
系
地
域
で
の
も
の
よ
り
大
き

く
、
事
業
全
休
の
ス
ケ
ー
ル
ー
メ
リ
ッ
ト
を
確
保
で
き

る
こ
と
。
④
工
場
の
跡
地
は
そ
の
敷
地
形
状
、
接
道
条

件
が
一
般
に
民
間
集
合
住
宅
に
な
じ
み
や
す
い
こ
と
。

⑤
工
業
系
用
途
地
域
は
住
宅
系
用
途
地
域
に
比
較
し
て

容
積
率
等
に
関
す
る
規
制
が
一
般
に
緩
や
か
で
あ
る
こ

と
（
横
浜
市
の
用
途
別
容
積
制
で
も
民
間
集
合
住
宅
が

最
も
立
地
す
る
準
工
業
地
域
で
の
住
居
許
容
容
積
率
は

最
も
高
い
二
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
）
。
以
上
の
よ
う
な

理
由
で
民
間
集
合
住
宅
が
工
場
跡
地
に
進
出
し
て
く
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
地
域

に
な
げ
か
け
て
い
る
。
建
設
省
都
市
局
が
『
既
成
市
街

地
に
対
す
る
土
地
利
用
純
化
方
策
検
討
調
査
』
で
行
っ

た
首
都
圏
、
近
畿
圏
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
表
１
６
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

工
業
系
地
域
へ
の
民
間
集
合
住
宅
進
出
に
伴
い
発
生
し

た
問
題
の
う
ち
最
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
、
及
び
問

題
と
な
っ
た
と
回
答
さ
れ
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
点
、

一
点
と
ウ
ェ
イ
ト
づ
け
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
み
て

工
場
の
生
産
機
能
低
下
に
対
す
る
問
題
が
最
も
ウ
ェ
イ

ト
が
高
く
、
一
方
で
工
場
公
害
、
生
活
環
境
問
題
の
ウ

ェ
イ
ト
が
そ
れ
に
つ
ぐ
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
工
業
系

用
途
へ
の
住
宅
進
出
が
生
産
機
能
と
住
機
能
の
せ
め
ぎ

あ
い
の
中
で
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

８
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表―6　民間集合住宅進出に伴い発生した問題の内容とウェイトし
、
ま
た
今
日
具
休
的
紛
争
の
多
く
が
工
場
主
と
建
設

業
者
、
既
住
民
と
建
設
業
者
と
い
う
形
で
表
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
中
小
規
模
工
場
集
積
地
区
に
お
け
る
工
場
の
転
出
そ

の
跡
地
へ
の
民
間
集
合
住
宅
進
出
は
、
工
場
経
営
者
、

建
設
業
者
の
各
々
の
立
場
か
ら
の
個
別
経
済
合
理
的
行

動
の
帰
結
で
あ
り
、
そ
こ
に
地
域
と
い
う
視
点
が
失
わ

れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

零
細
工
場
密
集
地
区
―
住
工
併
存
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

　
最
初
に
述
べ
た
よ
う

に
、
今
日
大
都
市
で
は
零

細
工
場
の
み
が
増
加
し
て

い
る
。
九
人
未
満
の
生
業

経
営
的
零
細
工
場
が
全
工

場
の
七
〇
～
八
〇
％
を
占

め
て
い
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
零
細
工
場
は
互
い

に
密
集
し
、
住
宅
、
商
店

等
と
混
在
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
地
域
で
は
密
集

構
造
そ
の
も
の
、
あ
る
い

は
混
在
利
用
そ
の
も
の
が

地
域
の
存
在
基
盤
と
な
っ

て
ト
る
。
さ
ら
に
零
細
工

場
は
長
時
間
操
業
等
の
仕
事
の
関
係
上
、
生
産
の
場
と

生
活
の
場
が
同
一
建
物
か
、
徴
地
内
別
棟
か
、
あ
る
い

は
近
く
で
分
離
と
い
う
形
を
と
る
。
そ
の
た
め
零
細
工

場
密
集
地
区
は
生
産
機
能
と
生
活
機
能
が
一
体
化
し
た

地
域
で
あ
り
、
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
あ
る

い
は
下
町
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
わ
れ
る
。

　
混
合
利
用
を
示
す
例
と
し
て
大
田
区
に
お
け
る
昭
和

四
十
八
年
以
後
、
五
十
三
年
九
月
ま
で
の
新
設
工
場
に

つ
い
て
み
る
と
、
近
年
の
零
細
工
場
増
加
傾
向
を
反
映

大田区従業員規模別・建物用途別新設工場数表－７し
て
表
―
７
に
み
る
よ
う
に
、
八
五
％
近
く
が
九
人
以

下
の
零
細
工
場
で
あ
り
、
か
つ
零
細
工
場
の
七
〇
％
以

上
が
工
場
と
住
宅
が
同
一
建
物
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
近
年
の
零
細
工
場
で
か
つ
機
械
工
業
系
が
多
い

大
田
区
に
お
い
て
の
資
料
は
横
浜
に
お
い
て
も
適
用
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
密
集
構
造
を
示
す
例
と
し

調査季報75―82.9９

五



表－８　横浜市規模別・敷地面積・建築面積・延建築面積て
資
料
は
や
や
古
い
が
、
横
浜
に
お
け
る
従
業
員
規
模

別
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
を
み
る
と
、
九
人
以
下
工
場
で

建
ぺ
い
率
五
〇
％
前
後
、
容
積
率
六
〇
％
前
後
と
高
い

値
を
示
し
、
中
小
規
模
工
場
と
は
明
ら
か
な
差
異
を
示

し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
零
細
工
場
の

密
集
地
域
で
あ
る
住
工
混
在

地
域
に
つ
い
て
は
、
近
畿
圏

を
中
心
に
研
究
蓄
積
か
お

る
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、

住
工
混
在
地
域
の
問
題
と
し

て
の
①
局
地
公
害
の
問
題
、

②
住
宅
の
老
朽
化
、
狭
小
過

密
化
問
題
、
③
過
密
化
、
敷

地
狭
阻
に
よ
る
工
場
改
善
の

困
難
性
、
④
生
産
交
通
動
線

と
生
活
動
線
の
錯
綜
、
輸
送

事
情
の
悪
化
等
を
あ
げ
な
が

ら
も
、
①
職
住
近
接
性
、
②

下
町
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
③

社
会
教
育
的
機
能
等
の
利
点

を
あ
げ
て
、
住
工
の
調
和
的

共
存
の
可
能
性
が
主
張
さ
れ

て
い
る
。

　
し
か
し
横
浜
の
零
細
工
場

の
密
集
地
は
、
南
区
等
に
み

ら
れ
る
軽
工
業
中
心
の
地
域
を
除
け
ば
、
重
化
学
工
業

化
の
進
展
に
伴
な
い
形
成
さ
れ
た
中
小
工
場
集
積
地
の

周
辺
に
存
在
す
る
地
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
地
域
で
の
零
細
工
場
の
存
在
は
「
機
械
、
金
属

部
晶
集
積
が
う
み
だ
す
専
門
化
、
特
殊
化
、
す
な
わ
ち

社
会
的
分
業
の
深
化
、
拡
大
の
、
さ
ら
に
は
ま
た
こ
れ

に
よ
っ
て
広
く
可
能
性
を
獲
得
し
て
形
成
さ
れ
る
統
合

化
の
、
工
場
規
模
に
お
け
る
反
映
で
あ
る
」
面
が
つ
よ

い
。

　
そ
の
結
果
、
工
場
の
生
成
、
消
滅
が
著
し
く
地
域
的

に
は
不
安
定
要
素
を
常
に
抱
え
た
地
域
で
、
地
場
産
業

を
中
心
と
し
て
安
定
的
な
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
る

零
細
工
場
地
区
、
あ
る
い
は
単
に
斜
陽
化
し
て
し
ま
っ

た
零
細
工
場
地
区
と
も
異
な
る
問
題
点
を
か
か
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
職
場
と
住
居
が
必

然
性
を
も
っ
て
一
体
化
し
九
地
域
で
あ
り
、
複
数
の
主

休
が
相
互
援
助
の
内
部
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
存
在
し
て

い
る
地
区
で
あ
る
が
、
そ
の
地
域
形
成
は
積
極
的
な
意

味
で
不
安
定
で
あ
り
、
従
来
か
ら
い
か
れ
て
い
る
安
定

的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
形
成
に
よ
る
地
区
の
秩
序
化
と
は
異

な
る
傾
向
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
横
浜
に
お
け
る
都
市
と
工
業
の
関
係
を
都
市
計
画
と

い
う
物
的
環
境
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
検
討
す
る
試

み
を
、
可
能
な
限
り
資
料
に
即
し
て
行
っ
て
み
た
。
そ

の
結
果
は
次
の
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
①
都
市
と
工

業
の
関
係
は
、
工
業
の
規
模
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
。

一
般
に
住
工
混
在
地
区
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
も
極
め
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て
多
様
で
あ
り
、
大
き
く
中
小
三
場
集
積
地
区
と
零
細

工
場
密
集
地
区
に
分
け
ら
れ
る
が
、
横
浜
の
場
合
、
両

者
を
並
行
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
②

大
都
市
で
は
零
細
化
現
象
が
進
行
し
て
い
る
が
、
零
細

化
は
三
場
機
能
の
専
門
化
、
特
殊
化
、
敷
地
規
模
狭
小

化
に
よ
る
企
業
規
模
拡
大
の
制
約
を
し
の
ぐ
た
め
の
分

三
場
化
、
複
数
事
業
所
化
、
単
な
る
事
業
縮
小
化
に
伴

う
零
細
化
等
多
様
で
あ
り
、
零
細
化
が
も
た
ら
す
住
三

混
在
の
進
展
へ
の
対
処
を
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
。

③
中
小
規
模
工
場
集
積
地
区
で
の
三
場
跡
地
へ
の
住
機

能
進
出
に
よ
る
住
三
混
在
の
進
展
、
②
に
よ
る
住
三
混

在
の
進
展
問
題
を
都
市
構
造
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
評
価
し
て
行
く
の
か
が
明
確
に
な
ら
な
い
以
上
、
個

別
経
済
合
理
性
に
沿
っ
た
企
業
行
動
に
よ
る
三
場
流

出
、
住
宅
進
出
等
の
動
き
へ
の
長
期
的
視
点
に
た
っ
た

対
応
は
困
難
で
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。

　
〈
注
〉

注
１
　
竹
内
淳
彦
「
都
市
再
生
に
お
け
る
三
業
の
役

　
割
」
都
市
問
題
研
究
第
一
四
巻
一
号
（
昭
和
五
十
七

　
年
一
月
）

注
２
　
岸
井
隆
章
「
三
場
跡
地
の
動
態
と
課
題
」
日
本

　
都
市
計
画
学
会
昭
和
五
十
一
年
度
学
術
研
究
発
表
会

　
論
文
集
（
一
二
）

注
３
　
一
村
浩
史
、
北
条
蓮
英
、
安
藤
元
夫
『
都
市
計

　
画
と
中
小
零
細
三
業
』
新
評
論
　
昭
和
五
十
一
年

注
４
　
大
田
区
『
大
田
区
三
業
の
構
造
変
化
と
今
後
の

　
方
向
』
昭
和
五
十
四
年
一
月

〈
参
考
文
献
〉
　
（
本
文
お
よ
び
注
で
示
し
た
も
の
は
除

　
　
　
　
　
　
く
。
）

一
　
川
名
吉
右
衛
門
「
住
三
混
合
地
域
環
境
整
備
計
画

　
論
序
論
」
調
査
季
報
一
九
七
三
―
六

一
　
北
条
蓮
英
「
三
業
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
社
会
の
再

　
生
」
都
市
問
題
研
究
第
一
四
巻
一
号

一
　
墨
田
区
「
墨
田
区
中
小
製
造
業
基
本
実
態
調
査
報

　
告
書
」
昭
和
五
十
四
年
一
月

四
　
山
根
茂
生
「
墨
田
区
に
お
け
る
中
小
三
業
の
現
状

　
と
振
興
対
策
に
つ
い
て
」
経
済
情
報
№
一
二
五
　
昭

　
和
五
十
五
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
横
浜
国
立
大
学
三
学
部
助
教
授
〉
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